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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

昨 年 は 「 ゴ ミ 問 題 」 を 学 ん だ

　
レ ノ フ ァ ト ッ プ チ ー ム

は 、 ８ 月

3 0日  （ 土 ）  に 行 わ

れ た 首 位

･

水 戸 ホ ー リ ー

ホ ッ ク 戦 を 、 ２

－

２ と

追 い つ い て の ド ロ ー で 終え ま し た 。 Ｊ ２ リ ー グ

2 8

試 合 を 終 え て 、 ３ 勝

1 2分

1 3敗 。 順 位 は

1 9位 で 、 苦

戦 す る 状 況 が 続 い て い ます 。　
リ ー グ 戦 も 残 り

1 0試 合

と な り 、 １ 試 合 ご と の 重要 性 が 増 し て く る 終 盤 に差 し 掛 か っ て い ま す 。　
苦 し い と き も 常 に サ ポ

ー ト し て い た だ い て い るサ ポ ー タ ー の 皆 さ ま と 、最 後 に 笑 っ て 今 シ ー ズ ンを 終 え ら れ る よ う に 残 りの 試 合 も 『 全 力 』 で 戦 いま す 。 引 き 続 き 、 後 押 しお 願 い い た し ま す 。

「 ご み 処 理 の 歴 史 と リ サイ ク ル の ゆ く え 」  （ 同

：

山 口 市 役 所 職 員 ） ▽

1 1月

1 6日  （ 日 ）  午 前

1 0時 〜

1 1時

半 「 限 り あ る 資 源 を ど う活 か す ？ 」 地 産 地 消 の 食材 を 使 っ た 簡 単 な ク ッ キン グ 体 験 （ 同

： 吉 富 崇 子

さ ん ） ▽

1 2月

2 1日  （ 日 ）  午

前

1 0時 〜

1 1時 半 「 め ぐ る

暮 ら し は 心 地 い い 」 感 謝あ ふ れ る 和 心 の 優 し い 循

　
環 境 問 題 に 取 り 組 む 市

民 団 体 「 や ま ぐ ち エ コ 倶楽 部 」 が 企 画 運 営 を 担 当す る 「 や ま ぐ ち 環 境 ア カデ ミ ー 」 が 、 初 開 催 の 昨年 に 続 き 、 今 年 も ９ 月 に開 講 さ れ る 。 参 加 は 無 料で 、 山 口 市 内 在 住 ・ 在学 ・ 在 勤 の 人 か 、 同 市 内の 団 体 ・ 事 業 者 が 対 象 。　
今 回 の テ ー マ は 「 資 源

問 題 」 と し た 。 会 場 は 、第 ３ 回 （ 山 口 合 同 ガ ス ひま わ り 館 ） を 除 き 、 や まぐ ち リ サ イ ク ル プ ラ ザ（ 山 口 市 大 内 御 堀 ）  。 日 時と 内 容 は 次 の 通 り 。　

1 4日  （ 日 ）  午 前

1 0時 〜

1 1

時 半 「 こ れ か ら ど う な る日 本 の 天 気 ！ 〜 気 象 災 害か ら 気 候 変 動 を 考 え る 」ク イ ズ や 実 験 を 交 え な がら 楽 し く 学 ぶ （ 講 師

： 坂

本 京 子 さ ん ） ▽

1 0月

1 9日

（ 日 ）  午 前

1 0時 〜

1 1時 半

環 に つ い て 考 え る （ 同

：

や ま こ さ ん ） ▽ ２ ０ ２ ６年 １ 月

1 8日  （ 日 ）  午 前

1 0時

〜 正 午 「 地 域 で で き る 環境 へ の 取 り 組 み 」 自 分 の
「 環 境 宣 言 」 を つ く る 。

皆 の ア イ デ ア を ま と めて 、 環 境 に 優 し い 未 来 のエ コ な ラ イ フ ス タ イ ル を描 く （ 同

：

船 崎 美 智 子 さ

ん ）  ・ 閉 校 式　
参 加 申 し 込 み は 、 応 募

フ ォ ー ム （ 二 次 元 コ ー ドか ら ） か 、 同 会 （

☎
０ ８

３

－

９ ２ ７

－

７ １ ２ ２ ）

「 資 源 問 題 」  テ ー  マ  に 全 ５ 回

今 年 も 開 講  「 や ま ぐ ち 環 境 ア カ デ ミ ー 」

応  募  フ ォ ー  ム

へ 直 接 連絡 を 。 定員 は 先 着
3 0人 。

お 知 ら せら ら 浜 野 鳥 手 帖 」 は 、

1 0

日  （ 水 ）  付 に 掲 載 し ま す 。

本 号 掲 載予 定 「 き



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ９ 月 ６ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

→ 学 生 が 対 象 で 、 「 詩 」 に 触 れ る と と も に 中 也 に つ い て も 知 っ て も ら う の が 目 的 。 応 募 は 自 作 自 由 詩 （ 未 発 表 作 品 ） １ 人 １ 点 で 、 締 め 切 り は １ ０ 月 ５ 日 （ 日 ） 。

　
山 口 大 学 教 育 学 部 附 属 山 口 小 学 校 （ 以 下 附 属 山 口 小 ） は 、 本 年 度 創 立

１ ５ ０ 周 年 を 迎 え た 。 こ の 節 目 に 、 同 校 の 歴 史 ・ 伝 統 や 果 た し て き た 役割 を 再 確 認 し よ う と 、 記 念 式 典 な ど 各 種 記 念 事 業 が 実 施 さ れ る 。 そ の 一つ と し て 、 サ ン デ ー 山 口 で も 式 典 前 （ 本 号 ） と 式 典 後 （ ２ ０ ２ ６ 年 １ 月
2 4日 予 定 ） に 、 特 集 ペ ー ジ （ 本 号 で は ２ 〜 ４ 面 ） を お 届 け す る 。

　
附 属 山 口 小 （ 山 口 市 白

石 ３ ） は 、 １ ８ ７ ４ 年（ 明 治 ７ 年 ） に 、 旧 長 州藩 の 学 舎 ・ 山 口 明 倫 館 の一 部 を 教 場 に あ て 、 小 学校 授 業 伝 習 所 と し て 亀 山南 ろ く に 創 立 。 同 年 、 県教 員 養 成 所 付 属 小 学 校 とな っ た 。　
そ の 後 、 戦 前 ・ 戦 後 の

改 組 に よ っ て 、 何 度 か 名前 を 変 え な が ら 、 １ ９ ５１ 年 （ 昭 和

2 6年 ） に 現 在

の 校 名 に な っ た 。 今 立 地す る 「 西 白 石 校 舎 」 に は１ ９ ５ ７ 年 （ 昭 和

3 2年 ）

に 移 転 。 ま た 、 現 在 使 われ て い る 校 舎 は 、 １ ９ ７２ 年 （ 昭 和

4 7年 ） に 建 て

ら れ た も の だ 。　
同 校 の 「 教 育 目 標 」

は 、  「 か し こ く ・ や さ しく ・ た く ま し く 」  。 １ 年生 か ら ６ 年 生 ま で 、 各 学年 ２ 学 級 ・ ４ １ ２ 人 の 児

童 が 学 ん で い る 。　
同 校 の 卒 業 生 に は 、 日

産 自 動 車 の 創 業 者 ・ 鮎 川義 介 （ １ ８ ８ ０

－

１ ９ ６

７ 年 ） や 、 付 属 小 で の 出会 い が 詩 人 へ と い ざ な った 中 原 中 也 （ １ ９ ０ ７

－

１ ９ ３ ７ 年 ） ら が い る 。　
中 也 は 、 下 宇 野 令 尋 常

高 等 小 （ 現 在 の 湯 田 小 ）に 通 っ て い た が 、 担 任 の大 庭 吉 蔵 先 生 に 勧 め られ 、 ５ 年 時 に 山 口 師 範 学校 付 属 小 に 転 校 。 そ こ で出 会 っ た の が 、 中 也 が「 詩 的 履 歴 書 」 に 「 大 正七 年 、 詩 の 好 き な 教 生 に遇 ふ 。 恩 師 な り 。 そ の 頃地 方 の 新 聞 に 短 歌 欄 あり 、 短 歌 を 投 書 す 」 と 記し た 文 学 好 き の 教 生 ・ 後藤 信 一 だ 。 彼 の 影 響 を 受け て 短 歌 を 作 り 始 め 、 それ が 、 後 の 詩 作 に つ な がっ て い っ た と い う 。

山 口 大 学 教 育 学 部 附 属 山 口 小 学 校
創  立  １ ５ ０  周  年  を  迎  え  た

　 附 属 山 口 小 学 校 、 創 立 １ ５ ０ 周 年 。 私
個 人 の お 話 を さ せ て い た だ く と 、 教 諭 で
５ 年 、 退 職 後 の 非 常 勤 講 師 で ３ 年 、 そ し
て 今 の 校 長 職 と し て ２ 年 の 計 １ ０ 年 間 附
属 山 口 小 学 校 に 関 わ る こ と が で き て い ま

　 山 口 大 学 教 育 学 部 附 属 山 口 小 学 校 の  
創 立 １ ５ ０ 周 年 を 心 よ り お 慶 び 申 し 上 げ
ま す 。
　 山 口 明 倫 館 に 端 を 発 し 、 山 口 県 に お け
る 教 員 養 成 の 中 核 と し て 歩 ん で き た 本 校

す 。 本 校 の １ ５ ０ 年 の 歴 史 に 比 べ る と 、 ほ ん の 瞬 間 に 過
ぎ ま せ ん が 、 １ ５ ０ 周 年 と い う 大 き な 節 目 の こ の 時 期 に
関 わ れ る 幸 運 に 感 謝 し て い ま す 。
　 多 く の 卒 業 生 、 教 職 員 、 実 習 生 、 地 域 の 方 々 な ど 、 い
ろ い ろ な 立 場 で 本 校 に 関 わ っ て こ ら れ た 皆 様 と と も に お
祝 い し た い と 思 い ま す 。

の 歴 史 は 、 多 く の 教 職 員 と 卒 業 生 、 そ し て 地 域 の 皆 様 に
支 え ら れ て き ま し た 。 深 く 感 謝 申 し 上 げ ま す 。
　 こ の 記 念 す べ き 節 目 を 契 機 に 、 次 代 の 山 口 県 を 担 う 子
供 た ち の た め に 、 新 た な 一 歩 を 踏 み 出 し て ま い り ま す 。
今 後 と も ご 支 援 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

１ ５ ０  周  年  に  関  わ  れ  る  幸  せ
校 長 　 久 保 田 尚

山 口 大 学 教 育 学 部 長 　 中 田 充

 附 属 山 口 小 学 校 １ ５ ０ 周 年 に 寄 せ て
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石 田 成 香 さ ん

式 典 ・ 懇 親 会 の
詳  細  は こ ち ら か ら

 １ 行 記 事　 中 原 中 也 記 念 館 （ 山 口 市 湯 田 温 泉 １ 、 ☎ ０ ８ ３ － ９ ３ ２ － ６ ４ ３ ０ ） は 「 第 １ ０ 回 ぼ う し の 詩 人 賞 ～ あ つ ま れ ！ 未 来 の 中 也 た ち ！ 」 を 開 催 。 山 口 市 内 小 中 → 

　

1 1月

1 5日  （ 土 ）  午 後 １ 時

か ら 、 山 口 大 学 教 育 学 部附 属 山 口 小 学 校 創 立 １ ５０ 周 年 記 念 式 典 が 、 山 口市 民 会 館 大 ホ ー ル （ 山 口市 中 央 ２ ） で 開 か れ る 。主 催 は 同 実 行 委 員 会 （ 末永 久 大 委 員 長 ）  。　
関 係 者 あ い さ つ な ど の

「 第 １ 部 」 に 続 き 、 ６ 年
生 児 童 が 司 会 ・ 進 行 を 務め る 「 第 ２ 部 」 は 、 １ 時半 に ス タ ー ト す る 。　

冒 頭 を 飾 る の は 「 児 童
発 表 」  。 低 学 年 、  中 学 年 、高 学 年 の 順 に 、 合 唱 ・ 合奏 が 披 露 さ れ る 。　

次 に 、 同 校 の 愛 唱 歌
で 、 １ ９ ７ ２ 年 の 校 舎 改築 ま で 歌 わ れ て い た 「 学園 の 歌 」 と 、 そ れ 以 降 歌わ れ て い る 「 新 学 園 の歌 」 の 合 唱 。 そ の 際 、 旧学 園 の 歌 を 作 詞 し た 末 永弘 子 さ ん （ 旧 姓 清 水 、 １９ ５ ２ 年 卒 ） に も 、 当 時の エ ピ ソ ー ド を 聞 く 。　

続 い て 、 同 校 を 卒 業 し
た ピ ア ニ ス ト ・ 石 田 成 香さ ん に よ る ス テ ー ジ 。 約

3 0分 間 披 露 さ れ る 。
　
そ し て 最 後 に は 、 石 田

さ ん の 伴 奏 に 合 わ せ て 、参 加 者 全 員 で 同 校 校 歌 を斉 唱 す る 。 終 了 は ３ 時

1 5

分 ご ろ の 予 定 だ 。　
会 場 内 で は 、 同 校 の １

５ ０ 年 間 を 振 り 返 る パ ネル 展 示 な ど も さ れ る 。　
石 田 さ ん は 、 １ ９ ９ ７

年 生 ま れ 。 ３ 歳 か ら ピ アノ を 始 め 、 附 属 山 口 小 在学 時 に 欧 州 の 音 楽 セ ミ ナー に も 参 加 。 ２ ０ ０ ９年 、 オ ー ス ト リ ア で 開 かれ た 第 １ 回 ロ ザ リ オ ・ マル チ ア ー ノ 国 際 ピ ア ノ コン ク ー ル （

3 1歳 以 下 ） で

最 年 少 第 ２ 位 ・ 最 優 秀 シュ ー ベ ル ト 賞 ・ 最 優 秀 新曲 賞 ・ 最 優 秀 若 手 音 楽 家賞 を 併 せ て 受 け た 。 附 属中 進 学 後 も 、 ロ シ ア や 米国 な ど 海 外 で の コ ン ク ール で 輝 か し い 成 績 を 収め 、

1 5歳 か ら 約 ３ 年 半 に

わ た り 、 日 本 が 誇 る 世 界的 ピ ア ニ ス ト ・ 故 中 村 紘子 氏 に 師 事 し た 。 山 口 中

央 高 卒 業 後 、 ウ ィ ー ン 国立 音 楽 大 ピ ア ノ コ ン サ ート 科 に 入 学 。 学 士 ・ 修 士課 程 を 最 優 秀 で 卒 業 し 、同 大 学 の ポ ス ト グ ラ デ ュエ ー ト 課 程 も 修 了 。 ウ ィー ン を 拠 点 に 、 世 界 的 に活 躍 し て い る 。　
同 日 午 前 中 に は 、 同 校

で 授 業 参 観 も 行 わ れ る 。在 校 児 童 の 保 護 者 だ け でな く 、 卒 業 生 ら 一 般 も 参観 で き る 。 １ 時 間 目 は ９時

2 0分 か ら

1 0時 ５ 分 ま で

で 、 ２ 時 間 目 は

1 0時

2 0分

か ら

1 1時 ５ 分 ま で 。 さ ら

に 、 ６ 年 生 が 同 校 の １ ５０ 周 年 に つ い て 「 調 べ 学習 」 し た 成 果 な ど も 、 体育 館 で 発 表 さ れ る 。　
授 業 参 観 は 無 料 だ が 、

式 典 へ の 参 加 に は 、 事 前の エ ン ト リ ー お よ び 一 口１ ０ ０ ０ 円 以 上 の 寄 付 が必 要 だ 。 問 い 合 わ せ は 、同 校 （

☎
０ ８ ３

－

９ ３ ３

－ ５ ９ ５ ０ ） へ 。

　

　
そ し て 、 午 後 ５ 時 半 か

ら は 「 記 念 懇 親 会 」 が 、西 の 雅 常 盤 （ 山 口 市 湯 田温 泉 ４ ） で 開 か れ る 。 立食 形 式 で 、 会 費 は ９ ０ ００ 円 。  「 同 窓 生 や 恩 師 の方 々 と 懇 親 を 深 め 、 各 学年 で ２ 次 会 も 催 し て ほ しい 」 と 主 催 者 は 呼 び 掛 けて い る 。

Ｏ  Ｇ  の  ピ  ア  ニ  ス  ト  ・  石 田 成 香 さ ん も 演 奏 を 披 露
附 属 山 口 小 創 立

1 5 0周 年 記 念 式 典

１ １ 月  １ ５ 日

授 業 参 観  ・  懇 親 会 も
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